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第４回周南市シティプロモーション市民ワークショップ議事要旨 

 

日時 2020年 10月 9日（金） 18 時 30 分～20 時 50分 

場所 周南市役所 本庁舎 多目的室他 

出席者 ワークショップメンバー33名＜市民 19 名、市職員 14名＞ 

事務局 11名＜市職員 5名、委託業者 6 名＞ 

傍聴者 2名 

 

 

１．事務局からの説明 

事務局 

（職員） 

今日が市民ワークショップの最終回である。一区切りをつけ、今後は、

個別にお願いする。 

事務局 

(委託業者) 

各班で進捗状況に差がある。着地点を作るため、共通認識をもって進

めていかなければならない。 

⚫ デザイン班は、キャッチコピーの最終案を練り上げていくところ

で着地させて、その後ロゴの作成に入り、公募という作業に入る。 

⚫ 記者発表班は、キャッチコピー・ロゴを作った上での記者発表とな

り、11 月発表をターゲットにしながら進めていく。 

⚫ SNS班は、いつ、どう盛り上げていくのかを話し合う。 

⚫ イベント班は、リアルとバーチャル、それぞれでどうやっていくの

かを決めていく。 

⚫ 商品開発班は、いろいろなアイデアが出ているが、まとめて、最終

的にどのように連携していくのかを踏まえて決めていきたい。 

 

２．グループワーク（各班に分かれ、部屋を移動） 

３．グループワーク班別発表 

メンバー 

(イベントバ

ーチャル班) 

プロジェクト名は、「バーチャル周南」とする。目的は、周南の魅力を

発信、知名度＆好感度アップ、関係人口を増やして、全世界に向けて発

信してく。 

あつまれどうぶつの森を使う理由は、自由度が高い、ユーザの年齢層

が広い、難しい操作が必要なく、誰でもカスタマイズが可能、マイデザ

インやイベント開催などオンラインでつながることができるというメ

リットがあることである。 

今後の進め方は、イベントチーム以外にも協力をして欲しい。いろい

ろな方を巻き込んで発展させていきたい。 

メンバー 

(イベント 

イベント名は、「乾杯リレーでギネスを目指そう」。桜のアーチフェスタ

など大きなイベントで季節ごとに、乾杯リレーを行いながら、地域の人が
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リレー班） 地域の名所で、乾杯している動画を配信し、つないでく。市民に寄り添う

ことから、手をつないでいきたい。 

周南スタイルの提案として、始まりが乾杯で、最後にもちまきというス

タイルにしてはどうか。準備から片付けまで、一連の動画を撮影する。メ

ンバーのみなさんには、テーマは、周南の好きなもの、隠れた魅力などで、

動画撮影に協力してもらいたい。 

メンバー 

( 記 者 発 表

班) 

各班の意向も踏まえ、回数を増やす方向で調整する。記者発表の日にち

は、現段階では決まっていないが、年内にはしたい。第１回目を動物園で

行い、周南の隠れた魅力を演出テーマとしてサプライズも含め、演出して

いく。 

メンバー 

(ＳＮＳ班) 

インスタ・クリエイティブ講座・広告祭の３本柱で話を進めている。 

インスタは、年度末の 3月末までに、フォロワー数を増やしたい。予算

に応じて、広告を活用していきたい。運営は、事務局で行い、ネタ集めな

どの部分をメンバーで行う。 

クリエイティブ講座は、ワーキングメンバーと市民レベルでの発信力の

向上を目的に行う。スマホで手軽に作れる短尺の動画の作り方や発信の仕

方を学び、クリエイティブ講座で作った動画や学んだ技術を広告祭に絡め

ていく。定員は 30 名。当日の講座の様子は、インスタＬＩＶＥで流した

い。 

広告祭は、市民と合わせて、デザインや動画作成を高めていきたい。成

果を広告祭という形で、披露していきたい。いろいろな賞があったらいい

なということで、＃ハッシュタグを付けてインスタ賞やスマホでおしゃれ

な動画を集めた上で図書館の 2階にある 9面マルチモニターで流したり、

スマホをもっていない子ども向けに学校経由でポスターや写真を集め、手

作り感のあるリアルなものを南北自由通路でお披露目をする。 

駅前図書館の 3階交流室で、広告・ＣＭの試写会や自由通路にブルーカ

ーペットを敷いてフォトスポットやあつ森などのワークショップ、マルシ

ェの開催、商品開発のお披露目などで盛り上げていきたい。広告祭を通じ

て、皆さんと市民の方々の成果を大きく発信できると思う。 

メンバー 

( 商 品 開 発

班) 

シュークリームを開発していきたい。中の具をどうするかを話し合っ

た。候補は、周南市産の黒大豆（須々万）、八代小豆（八代）、高瀬茶（和

田）、わさび（鹿野）など。もち、ういろう、梨、コーヒーペースト、つ

ぶしたケーキをシュークリームで包むようなもので、隠れた魅力がシュー

の中にあるということ。 

メンバー 

( デ ザ イ ン

班) 

タグラインは、かなり幅は狭まったが、決まらなかった。ステイトメン

トを中国四国博報堂に作ってもらって、周南市の魅力を細かく説明したス

テイトメントを読んだ上で、それらを表す一言をみんなで考えた。 

タグラインを表す中で絶対に外せないものとして、市民目線での納得感、
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行政として仕事をする上での市の指針、もちろん隠れた魅力も表す、それ

らをすべて含めたタグラインを考えないといけないと再認識した。 

最初は、尖ったものを考えたが、それをキャッチコピーやステイトメン

トで表していく。それを踏まえて、たくさんの案が出たがまとまらなかっ

た。 

 

４．まとめ 

事務局 

(委託業者) 

企画は、実現に向けて頑張ってもらった。結構シビアなところもあり、今

年度目指していることと来年度以降ならできるということもあった。各班

で横連携も必要となってくる。私たちも事務局としてやっていきたい。 

事務局 

(職員) 

4 月にワークショップを始めたときは、5 回の集まりということで市民

のメンバーの方には、お願いをしていた。企画づくりということで、一区

切りを設けさせてもらう。  

これまで出たアイデアを本格的に実行していくために、きちんと政策決

定していくためにも協力をお願いしたい。市として発表していくときに

は、記者発表し市民の方にも知れ渡るように発表していきたい。 

 

５．最後に～主催者あいさつ 

事務局 

(職員) 

事前説明会の時から、皆さん周南市のことをいろいろ考えてくださって

いて、ワクワクした気持ちを思い出している。その後、コロナ禍の中で予

定が変更になり、リモートでの参加もあったが、皆さん根気強く、途中も

どかしい気持ちもあったかと思うが、周南市のことを考えているし、いろ

いろなアイデアを出していただき、本当にうれしく思っている。コロナと

いう大変な中だが、こういった時だからこそ、新しいものが生まれてくる

と思っている。 

以前の日常とは違った目線で発見があったり、チャレンジができると思

っている。ワークショップは、一旦区切りとするが、これから実行という

ことで、皆さんの力を無理のない範囲で引き続き貸していただきたい。 
 


